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1 まえがき
近年，パラボラ反射器の代わりとして，平面型リフレ

クトアレーが注目されている [1]．平面型リフレクトア
レーの欠点の 1つは，マイクロストリップ素子に起因す
る狭帯域性である．本報告では超広帯域アンテナの一つ
である対数周期ダイポールアレーを素子とした用いたリ
フレクトアレーを提案し，その特性を数値的に明らかに
する．

2 対数周期ダイポールアレーの構造
本報告で用いる対数周期ダイポールアレー素子の構造

を図 1に示す．両端を短絡した平行二本線路に線状ダイ
ポール素子が接続された構造になっている．隣接素子長
と隣接素子間隔の比は τ で表される．
　対数周期ダイポールアレー素子に平面波を TM入射
させたときの反射係数の位相特性を図 2に示す．いずれ
の周波数でも線形でかつ 360°以上の位相変化量が実現
できる．また，周波数を変化に対して位相特性が概ね平
行に変化している．したがって，対数周期ダイポールア
レー素子を用いたリフレクトアレーは，広帯域に動作す
ることが期待できる．

3 リフレクトアレーの設計
対数周期ダイポールアレー素子を素子間隔 dx = 20

mmごとに配置し，所望方向 (θs, ϕs) = (20°, 180°)に主
ビームを持つ 11素子リフレクトアレーを設計した．そ
の RCS(Radar Cross Section)パターンを計算した結果
を図 3 に示す．図 3 から所望方向へのビームが確認で
きた．

4 まとめ
対数周期ダイポールアレー素子の反射係数の位相特性

を数値的に明らかにした．また，対数周期ダイポールア
レー素子を用いたリフレクトアレーを設計し，その特性
を数値的に明らかにした．
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図 1 対数周期ダイポールアレー素子

4 GHz
5 GHz
6 GHz

10 12.5 15 17.5 20 22.5
-480

-420

-360

-300

-240

-180

-120

-60

0

60

mm45.0,mm4

85.0,mm2.51

==
==

ad

s τ

Ph
as

e 
of

 r
ef

le
ct

io
n 

co
ef

fi
ci

en
t [

de
g.

]

Length of dipole l1 [mm]

図 2 対数周期ダイポールアレーの反射係数位相特性

0o

90o

90o
-20-40 -30

3GHz
4GHz
5GHz

.deg)90,0(),(

mm20,mm4

85.0,mm2.51

=
==

==

inin

xdd

s

φθ

τ

[dBsm]

Incident wave

図 3 リフレクトアレーの RCSパターン


